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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年11月4日(2011.11.4)

【公開番号】特開2009-11409(P2009-11409A)
【公開日】平成21年1月22日(2009.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2009-003
【出願番号】特願2007-173662(P2007-173662)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月16日(2011.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　遊技に使用する遊技球を貯留する上皿と、
　該上皿に貯留された遊技球を遊技領域に発射する遊技球発射手段と、
　該遊技球発射手段により発射された遊技球が遊技領域に設けられた所定の入賞口への入
賞に基づき当否判定用の乱数値を取得する乱数値取得手段と、
　該乱数値取得手段により取得された乱数値を複数個記憶可能な乱数値記憶手段と、
　該乱数値記憶手段に記憶された乱数値を取得された順に当否判定する当否判定手段と、
　該当否判定手段によって当りと判定された場合は大当り遊技へ移行し、かかる大当り遊
技の終了後に前記当否判定手段によって当りと判定される確率が、低確率である通常確率
状態よりも高くなる高確率状態に移行するか否か決定する高確率状態決定手段と、を備え
た遊技機において、
　前記高確率状態決定手段により、前記大当り遊技終了後に高確率状態に移行され、且つ
前記乱数値記憶手段により記憶されている当否判定用の乱数値の個数が所定個数以下にな
った場合に限り、前記高確率状態決定手段により高確率状態が生起していることを遊技者
に報知する高確率報知手段１を備えたことを特徴とした遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　前記高確率報知選択手段により前記高確率報知手段１が選択された場合、又は前記高確
率状態決定手段により高確率状態に移行しないと決定された場合に、前記大当り遊技終了
後の所定期間は前記通常確率状態及び前記高確率状態の内の何れの遊技状態であるかを不
明とする報知態様で表す潜伏報知期間を設け、
　該潜伏報知期間中は、高確率報知手段１による報知をしないことを特徴とした請求項２
記載の遊技機。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　前記所定の入賞口を遊技球が入賞可能な開放状態又は遊技球が入賞不能な閉鎖状態に開
閉変化させる開閉片を備え、一定の条件により前記開放状態となって遊技球が入賞すると
前記当否判定用の乱数値を取得可能な可変入賞装置を遊技領域に設け、
前記潜伏報知期間は該潜伏報知期間の終了後よりも、前記可変入賞装置が開放し易くなっ
ていることを特徴とした請求項３記載の遊技機。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために請求項１記載の遊技機は、遊技に使用する遊技球を貯留する
上皿と、
　該上皿に貯留された遊技球を遊技領域に発射する遊技球発射手段と、
　該遊技球発射手段により発射された遊技球が遊技領域に設けられた所定の入賞口への入
賞に基づき当否判定用の乱数値を取得する乱数値取得手段と、
　該乱数値取得手段により取得された乱数値を複数個記憶可能な乱数値記憶手段と、
　該乱数値記憶手段に記憶された乱数値を取得された順に当否判定する当否判定手段と、
　該当否判定手段によって当りと判定された場合は大当り遊技へ移行し、かかる大当り遊
技の終了後に前記当否判定手段によって当りと判定される確率が、低確率である通常確率
状態よりも高くなる高確率状態に移行するか否か決定する高確率状態決定手段と、を備え
た遊技機において、
　前記高確率状態決定手段により、前記大当り遊技終了後に高確率状態に移行され、且つ
前記乱数値記憶手段により記憶されている当否判定用の乱数値の個数が所定個数以下にな
った場合に限り、前記高確率状態決定手段により高確率状態が生起していることを遊技者
に報知する高確率報知手段１を備えたことを特徴とした遊技機。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記課題を解決するために請求項３記載の遊技機は、前記高確率報知選択手段により前
記高確率報知手段１が選択された場合、又は前記高確率状態決定手段により高確率状態に
移行しないと決定された場合に、前記大当り遊技終了後の所定期間は前記通常確率状態及
び前記高確率状態の内の何れの遊技状態であるかを不明とする報知態様で表す潜伏報知期
間を設け、
　該潜伏報知期間中は、高確率報知手段１による報知をしないことを特徴とした請求項２
記載の遊技機である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　前記課題を解決するために請求項４記載の遊技機は、前記所定の入賞口を遊技球が入賞
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可能な開放状態又は遊技球が入賞不能な閉鎖状態に開閉変化させる開閉片を備え、一定の
条件により前記開放状態となって遊技球が入賞すると前記当否判定用の乱数値を取得可能
な可変入賞装置を遊技領域に設け、
前記潜伏報知期間は該潜伏報知期間の終了後よりも、前記可変入賞装置が開放し易くなっ
ていることを特徴とした請求項３記載の遊技機である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　図７に示す当否判定処理では、主制御装置８０は、条件装置の作動中か否かを大当たり
フラグに基づいて判断する（Ｓ４０）。
　Ｓ４０の判定が否定判断で、特別図柄が変動中でなく（Ｓ４１：ＮＯ）、確定図柄の表
示中でもなければ（Ｓ４２：ＮＯ）、特別図柄保留記憶（上記、Ｓ３２による保留記憶）
があるか否かを判断する（Ｓ４３）。
　この保留記憶があれば（Ｓ４３：ＮＯ）、特別図柄保留記憶の中で最も古いもの読み込
んで（その特別図柄保留記憶は保留記憶から消去し）、確変フラグがセットされているか
（高確率状態か）否かを判定する（Ｓ４４）。
　肯定判断であれば（Ｓ４４：ＹＥＳ）、読み込んだ大当り決定用乱数を確変テーブルに
記録されている当たり値と照合し（Ｓ４６）、否定判断であれば、読み込んだ大当り決定
用乱数を通常テーブルに記録されている当たり値と照合する（Ｓ４５）。
　本実施例の場合、上述したように通常確率状態時には１／３５０の確率で当選し、高確
率状態には１／３５の確率で当選する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　図１１に示す処理は表示画面選択処理である。大当り終了後に音声・ランプ統合制御装
置８３は確率変動であるか判断し（Ｓ９５）、確率変動であると判断すると（Ｓ９５：Ｙ
ＥＳ）開放延長カウンタの値が１００００回にセットされているか判断する（Ｓ９６）。
肯定判断であれば（Ｓ９６：ＹＥＳ）演出図柄表示装置６に図１２（ａ）に示すように高
確率状態であることを示す確率変動画面を遊技状態表示部１０１に表示させる（Ｓ９７）
。確率変動ではない場合（Ｓ９５：ＮＯ）、又は開放延長１００００回でない場合（Ｓ９
６：ＮＯ）は、図１２（ｂ）に示すように遊技状態が高確率状態か通常確率状態であるか
分からない潜伏画面を遊技状態表示部１０１に表示させる（Ｓ９８）。図では「チャンス
モード中」と表示することにより、遊技者に高確率状態への期待感を抱かせて、ゲーム性
を高めている。また前述したが本実施例では演出図柄表示装置６に保留記憶図柄１００を
表示したので保留個数を把握しやすい構成だが、表示しなくてもかまわない。
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